
事業名：お“ひとよし”の街の「ふれあい交差点」事業

■商店街活性化事業の概要

・商店街において、これまで人々の「ふれあい」を仲介してきた地域の豊かな資源を効果的に活
用しつつ、個店や通りという枠ではなく「場」としての商店街の価値を最大限活用するため、これ
までの組織の枠を超えて３つの組織が一体的な取り組みを行う。

・また、地域住民のニーズにきめ細やかに応えることで、商店街に来ること自体を「楽しい」と
思ってもらえるような商店街への転換を図る。

商店街活性化事業計画の概要

認定日 平成２１年 １０月９日地 域 熊本県人吉市

■商店街活性化事業の内容

◆地域住民ニーズ

・地元商工会議所がまとめた「まちづくり報告書」のアンケート結果では、商店街に求める姿・
サービスについて、地域の人や観光客がなごやかに集う街であること、ポイントカードや定期的
なバーゲン、接客サービスの向上等への要望があった。

事業者名： 協同組合人吉商連、人吉東九日町商店街振興組合、

人吉市西九日町商店街振興組合 （熊本県人吉市）

事業実施期間 平成２１年１０月～平成２４年３月

◆実施計画の主な内容
・イベントの実施
毎月1回開催予定の「くま川軽トラック市」による生産者と消費者・商店街とのふれあいの場の
創出や、「おひなまつり」による賑わい・集客力の向上を図る。
・メール配信事業

商店街のイベントやバーゲン等の情報発信に加え、街の動きも定期的に情報提供し、意見や
提案を募集することで地域住民と商店街の意思疎通強化を図る。
・スタンプカードのポイントカード化

ポイントスタンプのカード化に加え、くま川鉄道や路線バス・タクシーといった地元の公共交通
機関や学校・町内会・子ども会といった地域活動団体と連携を図り、地域貢献型のカードとして
の利活用を図る。

■商店街活性化事業計画の目標
・商店街の来街者数を実施計画終了時に、平成１８年度と比較して５％増を目指す。
（平成１８年 平日１，０４０人 → 平成２４年 平日１，０９２人）

【商店街の様子 】 【 ひなまつりイベント 】 【メール配信事業 】


